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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一のパターンを与える複数の縦糸（２）および複数の横糸（３）を有する織布であって
、
　１本の縦糸（２）が、１本以上の横糸（３）の上側に浮いて１つの対応する上側部分（
５）を形成し、１本以上の横糸の下側に浮いて複数の下側部分（４）を形成し、
　前記複数の横糸（３）がすべて弾性糸であり、
　一の繰り返し単位において、第１の縦糸（２’）が、前記織布の第１の面で少なくとも
３本の横糸の上側に浮いて１つの対応する縦糸の上側部分（５）を形成し、前記第１の縦
糸が、１本の横糸（３）の下側に浮いて１つの下側部分（４）を形成し、
　前記第１の縦糸において、複数の上側部分の長さが、複数の下側部分の長さより長いも
のであり、
　前記第１の縦糸（２’）に隣接して配置される２本の縦糸（２”、２”’）のそれぞれ
は、少なくとも３本の横糸の下側に浮いて、前記織布の第２の面に、１つの対応する縦糸
の下側部分（４）を形成し、前記２本の縦糸は、１本の横糸（３）の上に浮いて、前記織
布の前記第１の面に、１つの上側部分（５）を形成し、
　縦糸のそれぞれの上側部分（５）またはそれぞれの下側部分（４）の最大長さが、１０
本の横糸に対応し、
　前記上側部分は、前記第1の面から視認でき、前記下側部分は、前記第２の面から視認
でき、
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　上記繰り返し単位が前記織布の全体にわたっている、
織布（１）。
【請求項２】
　前記繰り返し単位において、前記第１の縦糸（２’）のそれぞれの前記上側部分（５）
は、Ｎ本（Ｎは、３～１０の整数）本の横糸を通過し、その後、下側部分（４）が、１本
の横糸を通過する、Ｎ／1／Ｎスキームとなっている、請求項１に記載の織布。
【請求項３】
　前記繰り返し単位において、前記隣接する縦糸（２２”、２”’）のそれぞれの下側部
分（４）が、Ｍ本（Ｍは、３～１０の整数）の横糸を通過し、その後、上側部分（５）が
１本の横糸を通過する、１／Ｍ／１のスキームとなっている、請求項１または２に記載の
織布。
【請求項４】
　糸（２’）の上側部分（５）の長さは、隣接する縦糸（２”、２”’）の下側部分（４
）の長さとは異なる、請求項１～３のいずれか１項に記載の織布。
【請求項５】
　前記上側部分（５）および下側部分（４）が、斜めパターンに整列してデニム効果を与
える、請求項１～４のいずれか１項に記載の織布。
【請求項６】
　１６本の縦糸と８本の横糸の繰り返し単位（ＲＵ）を有する織布は、縦糸パターンが７
ａ／１ｂ、２ｂ／１ａ／３ｂ／１ａ／１ｂ、４ａ／１ｂ／３ａ、１ｂ／１ａ／３ｂ／１ａ
／２ｂ、１ａ／１ｂ／６ａ、１ａ／３ｂ／１ａ／３ｂ、６ａ／１ｂ／１ａ、３ｂ／１ａ／
３ｂ／１ａ、３ａ／１ｂ／４ａ、２ｂ／１ａ／３ｂ／１ａ／１ｂ、１ｂ／７ａ、１ｂ／１
ａ／３ｂ／１ａ／２ｂ、５ａ／１ｂ／２ａ、１ａ／３ｂ／１ａ／３ｂ、２ａ／１ｂ／５ａ
および３ｂ／１ａ／３ｂ／１ａであり、ａは下側部分であり、ｂは上側部分である、
　請求項１～５のいずれか１項に記載の織布。
【請求項７】
　前記織布が、１０本の縦糸と５本の横糸の繰り返し単位を有し、縦糸のパターンが、１
ａ／１ｂ／３ａ、１ｂ／１ａ／３ｂ、３ａ／１ｂ／１ａ、３ｂ／１ａ／１ｂ、１ｂ／４ａ
、１ａ／４ｂ、２ａ／１ｂ／２ａ、２ｂ／１ａ／２ｂ、４ａ／１ｂおよび４ｂ／１ａであ
り、ａは下側部分であり、ｂは上側部分である、請求項１～５のいずれか１項に記載の織
布。
【請求項８】
　前記織布が、８本の縦糸と４本の横糸の繰り返し単位を有し、縦糸のパターンが、３ｂ
／１ａ、１ａ／１ｂ／２ａ、１ａ／３ｂ、２ａ／１ｂ／１ａ、１ｂ／１ａ／２ｂ、３ａ／
１ｂ、２ｂ／１ａ／１ｂおよび１ｂ／３ａであり、ａは下側部分であり、ｂは上側部分で
ある、請求項１～５のいずれか１項に記載の織布。
【請求項９】
　前記織布が、１６本の縦糸と８本の横糸の繰り返し単位を有し、縦糸のパターンが、７
ｂ／１ａ、７ａ／１ｂ、４ｂ／１ａ／３ｂ、４ａ／１ｂ／３ａ、１ｂ／１ａ／６ｂ、１ａ
／１ｂ／６ａ、６ｂ／１ａ／１ｂ、６ａ／１ｂ／１ａ、３ｂ／１ａ／４ｂ、３ａ／１ｂ／
４ａ、１ａ／７ｂ、１ｂ／７ａ、５ｂ／１ａ／２ｂ、５ａ／１ｂ／２ａ、２ｂ／１ａ／５
ｂおよび２ａ／１ｂ／５ａ、ａは下側部分であり、ｂは上側部分である、請求項１～５の
いずれか１項に記載の織布。
【請求項１０】
　一のパターンを与える複数の縦糸（２）および複数の横糸（３）を有する織布であって
、
　１本の縦糸（２）が、１本以上の横糸（３）の上側に浮いて１つの対応する上側部分（
５）を形成し、１本以上の横糸の下側に浮いて複数の下側部分（４）を形成し、
　前記複数の横糸（３）がすべて弾性糸であり、
　一の繰り返し単位において、第１の縦糸（２’）が、前記織布の第１の面で少なくとも
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３本の横糸の上側に浮いて１つの対応する縦糸の上側部分（５）を形成し、前記第１の縦
糸が、１本の横糸（３）の下側に浮いて１つの下側部分（４）を形成し、
　前記第１の縦糸（２’）に隣接して配置される２本の縦糸（２”、２”’）のそれぞれ
は、少なくとも３本の横糸の下側に浮いて、前記織布の第２の面に、１つの対応する縦糸
の下側部分（４）を形成し、前記２本の縦糸は、１本の横糸（３）の上に浮いて、前記織
布の前記第１の面に、１つの上側部分（５）を形成し、
　縦糸のそれぞれの上側部分（５）またはそれぞれの下側部分（４）の最大長さが、１０
本の横糸に対応し、
　前記上側部分は、前記第1の面から視認でき、前記下側部分は、前記第２の面から視認
でき、
　上記繰り返し単位が前記織布の全体にわたっており、
　前記織布が、５本の縦糸と１０本の横糸の繰り返し単位を有し、縦糸のパターンが、１
ｂ／３ａ／１ｂ／１ａ／３ｂ／１ａ、１ｂ／１ａ／３ｂ／１ａ／１ｂ／３ａ、１ｂ／１ａ
／１ｂ／３ａ／１ｂ／１ａ／２ｂ、２ａ／１ｂ／１ａ／３ｂ／１ａ／１ｂ／１ａおよび３
ｂ／１ａ／１ｂ／３ａ／１ｂ／１ａ、ａは下側部分であり、ｂは上側部分である、織布（
１）。
【請求項１１】
　少なくとも縦糸のティター（titer）線密度が、Ｎｅ１０～Ｎｅ６０である、請求項１
～１０のいずれか１項に記載の織布。
【請求項１２】
　縦糸または横糸がインジゴ染色されている、請求項１～１１のいずれか１項に記載の織
布。
【請求項１３】
　ポリマー材料をさらに含み、前記ポリマー材料が、層として前記織布に接続するか、ま
たは、織布の糸と混じり合う、請求項１～１２のいずれか１項に記載の織布。
【請求項１４】
　コンポジット織布を作る方法であって、
　請求項１～１３のいずれかに記載の織布（１）を準備する工程と、
　前記織布にポリマー材料（６）を少なくとも１回塗布する工程（１０）と、
　コーティングされた前記織布を処理し（８）、前記コーティングを前記織布の中に浸透
させる工程と、
　選択的に、前記コーティングを硬化させ（９）、一の硬化したポリマー層（６’）を形
成し、前記織布の構造（２、３）の中に少なくとも一部分に配置する工程と、
　を備える方法。
【請求項１５】
　前記ポリマー材料を塗布した後で、これを硬化させる前に、織布をカレンダー処理し、
ポリマー材料を前記織布に浸透させる、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　２種類の異なるポリマー材料が塗布される、請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ポリマー材料が、アクリルポリマーまたはアクリレート分散物である、請求項１４
～１６のいずれか1項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スキューバ布の態様を有する織布に関する。より詳しくは、本発明は、スキ
ューバ（またはネオプレン）布の態様、すなわち、ネオプレン（発泡したクロロプレン）
の層を含む布の態様または同様の発泡したプラスチック材料および少なくとも１つの布地
層の態様を模擬する織布、好ましくはデニム布に関する。なお、以下の記載において、ネ
オプレンおよびネオプレンの代替として現在使用されている任意のプラスチック材料を開
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示し、参照するために、ネオプレンが用いられる。
【０００２】
　本発明は、さらに、プラスチックコーティング材料と組み合わせてダブルフェイス織布
を用いる、弾性、容積、快適さおよび絶縁性を含めたネオプレンスキューバ布の態様を有
する織布を製造するための方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　スキューバ布は、標準的な布地の少なくとも１つの外側層と接合した、発泡したプラス
チック材料（通常は、ネオプレン）の層を含む。外側の布地は、視覚に訴える審美的な層
を与える。一方、発泡した層は、最終製品の構造および弾性を与える。着用者の快適さを
高めるために、内側布地層が存在している場合もある。
【０００４】
　ネオプレン（またはスキューバ）布は、元々はスキューバダイビング用スーツのために
作り出されたものである。近年、この布は、スポーツ用衣類、さらには日々の衣類に使用
するために、よりファッショナブルになっている。実際に、この布を使用し、例えば、ス
カート、トップス、ズボンおよび類似の衣類およびアパレル用品といった、あらゆる種類
の衣服が製造されている。ネオプレン層（または同様の製品の層）が存在すると、布地に
ある構造を与え、スポーツに適した外観を与える。このような構造および外観は、今日ま
で、他の種類の製品では得ることができていない。
【０００５】
　米国特許第Ｕ００２０４０４９５号は、ネオプレン型材料で作られる従来のウェットス
ーツを記載する。
【０００６】
　中国特許第１０３３７４７７９号は、撥水性繊維を用いて織られたダブルフェイス布を
記載する。この特許は、特にスキューバダイビングを意図したものではないが、ネオプレ
ンを用いて達成されたのと似た絶縁効果を布地に与えようと試みている。
【０００７】
　カナダ国特許第２８１０２０１号は、第１の部分が透けているネオプレンで構成され、
その側面の両方に繊維布地を有するように与えられるスキューバダイビングスーツを記載
する。密閉性の袖、首部、襟および袖の末端のようなこのスーツの他の部分は、ゴム、ネ
オプレンまたはラテックスで構成される。
【０００８】
　ネオプレン布地が有する問題は、その費用である。発泡した層および布地を、さらなる
製造工程で一緒に接続しなければならない。別の問題は、縫製工程にある。ネオプレンを
一緒に縫製するのは、織布を一緒に縫製するのと比べ、複雑であり、時間がかかる。一方
、ネオプレン層は、着用するには暑すぎる場合があり、着用者の皮膚に対してアレルギー
反応を引き起こすこともある。
【発明の概要】
【０００９】
　本発明の目的は、上の問題を解決し、ネオプレン（または他の発泡したプラスチック材
料）の層を使用せずに、ネオプレン布地の外観を有する織布を提供することである。
【００１０】
　この目的は、本発明によって達成され、請求項１に記載の織布を提供し、この織布は、
第１の側面（すなわち、前側）と、第２の側面（すなわち、後側）を有し、横糸の少なく
とも一部が弾性糸であり、前記織布の繰り返し単位において、縦糸が、少なくとも３本の
横糸の上に浮き（すなわち、通過し）、対応する上側部分を与え、同じ縦糸が、少なくと
も３本の横糸の下に浮き（すなわち、通過し）、対応する下側部分を与え、それによって
、２本の隣接する縦糸において、第１の糸の上側部分は、第２の糸の下側部分に少なくと
も部分的に隣接している。
【００１１】
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　好ましい実施形態では、この織布は、デニムの織りパターンまたはデニム状の織りパタ
ーンを有する。別の好ましい実施形態では、縦糸は、インジゴ染色されている。
【００１２】
　別の実施形態では、このダブルフェイス布地は、コーティングまたは硬化材料の層を伴
って与えられ、好ましくは、この材料は、この材料が塗布されると、布地の中に浸透して
「内側」層を与えるような粘性コーティングを用いて選択される。本発明の別の目的は、
ダブルフェイス布地を与える工程と；前記布地を少なくとも１回コーティングし、前記布
地を処理し、前記コーティングを前記布地の中に浸透させる工程と；場合により、前記コ
ーティングを硬化させ、前記布地の構造の中に位置する少なくとも一部に硬化したポリマ
ー層を与える工程とを含む、コンポジット布地を製造する方法である。
【００１３】
　別の実施形態では、この方法は、第１のダブルフェイス布地と、シングルフェイス布地
から選択される別の布地と、第２のダブルフェイス布地とを一緒に接続するために提供さ
れる。この接続は、好ましくは、接着層を用いた結合によって行われる。第１のダブルフ
ェイス布地または第２のダブルフェイス布地は、上に記載されるようにコーティングされ
てもよい。
【００１４】
　さらに別の実施形態では、ダブルフェイス布地は、第１および第２のシングルフェイス
布地を提供する工程と、前記第１および第２のシングルフェイス布地を硬化性材料でコー
ティングする工程と、コーティングプラスチック材料の重合のためにダブルフェイス布地
を圧縮する工程と、最終的なコンポジット布地を得る工程とを含む方法によって作られ、
前記第１および第２のシングルフェイス布地は、横糸に弾性糸を用いる織りプロセスによ
って得られ、前記コーティングする工程は、第１および第２のシングルフェイス布地を第
１のプラスチック材料で別個にコーティングすることと、コーティングされた第１および
第２のシングルフェイス布地をカレンダー加工によって結合することと、ダブルフェイス
布地を得ることと、前記ダブルフェイス布地を第２のプラスチック材料でコーティングす
ることとを含む。
【００１５】
　本発明は、ネオプレンが存在することによる欠点がなく、スキューバ（すなわち、ネオ
プレン）布地の外観を有する織布を提供する。さらに、この織布は、ネオプレン布地より
もかなり通気性がよく、製造するのが高価ではなく、標準的な洗浄サイクルで洗浄するこ
とができる。
【００１６】
　本発明の他の特徴および利点を、以下の例示的な実施形態の詳細な記載に開示する。
【００１７】
　添付の図面を参照しつつ、以下の例示的な実施形態の詳細な記載から、本発明をさらに
開示し、これらは例示であると解釈し、限定するものではないと解釈すべきである。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１Ａおよび図１Ｂは、本発明の布地の好ましい実施形態を示す図
【図２】図２Ａ－２Ｂは、本発明の布地の別の実施形態を示す図
【図３】逆転させたパターンで図１Ａの実施形態を示す図
【図４】図４Ａ－４Ｂは、本発明の布地の別の実施形態を示す図
【図５】図５Ａ－５Ｂは、本発明の布地の別の実施形態を示す図
【図６】逆転させたパターンで図２Ａの実施形態を示す図
【図７】図７Ａ－７Ｂは、本発明の布地の別の実施形態を示す図
【図８】図６の布地の斜視図
【図９】ポリマー層と共に与えられる図６の布地の斜視図
【図１０】本発明の布地にポリマー層を与える方法の工程のスキーム
【発明を実施するための形態】
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【００１９】
　図面を参照しつつ、本発明は、第１の側面Ｂおよび第２の側面Ａを有し、縦糸２および
横糸３が一緒に織られ、布地の第１の側面Ｂおよび第２の側面Ａの両方に所定のパターン
を与えるダブルフェイス布地を提供する。既知の様式で、縦糸２は、１本以上の横糸３の
上に浮き、対応する上側部分４を与え、１本以上の横糸３の下に浮き、対応する下側部分
５を与える。横糸３の少なくとも一部（好ましくは、横糸３のすべて）が弾性糸である。
【００２０】
　本発明によれば、このパターンは、本質的に縦糸によって与えられる。布地のそれぞれ
の面で、縦糸２が、１本以上の横糸３の上に浮き、対応する上側部分を与える。
【００２１】
　詳細には、本発明の布地の片方の側面（つまり、図１Ａ～７Ａに示されるような繰り返
し単位ＲＵの第１の側面または前面Ｂ）を見ると、布地の前記第１の側面Ｂで、第１の縦
糸２が、少なくとも３本の横糸３の上に浮き、対応する縦糸の上側部分４を与えるような
パターンを与える。前記縦糸２は、続けて、１本の横糸３の下に浮き、下側部分５（すな
わち、横糸の下にある縦糸部分）を与える。このようにして、縦糸２は、再び、布地の第
１の側面にあり、再び、少なくとも３本の横糸の上を浮いてもよい。
【００２２】
　本発明の好ましい態様によれば、繰り返し単位において、それぞれの縦糸は、上側部分
または下側部分に所定の優勢さを有し、一例として、第１の縦糸２は、上側部分の全長（
すなわち、縦糸２が上を通過する横糸の合計数）が、下側部分の全長よりも長い。図１に
おいて、縦糸２’は、全部で６の上側部分を有し（すなわち、縦糸が上を通過する横糸の
量）、黒色の四角によって示され、単位ＲＵについて、全部で８本の横糸のうち６本であ
る。
【００２３】
　本発明の繰り返し単位ＲＵの好ましい実施形態では（例えば、図１および２を参照）、
縦糸は、上側部分の優勢さを有する１本の縦糸と、下側部分の優勢さを有する縦糸が互い
違いになった代替的なパターンを有する。言い換えると、縦糸２’は、下側部分より上側
部分が多く、縦糸２’に隣接する２本の縦糸２”および２”’は、その側面で（図１Ｂを
参照）、上側部分よりも下側部分が多くなるように配置される。
【００２４】
　本発明によれば、前記第１の縦糸２’に隣接して配置される２本の縦糸２”および２”
’はそれぞれ、布地の前記第２の側面で、少なくとも３本の横糸の下に浮き、対応する縦
糸の下側部分４を与え、前記縦糸は、続けて、１本の横糸３の上に浮き、布地の第１の側
面で、対応する上側部分５を与える。８本の横糸と１６本の縦糸を有するＲＵである図１
Ａおよび図１Ｂの実施形態では、縦糸２’は、３／１／３／１のスキームを有し、３は上
側部分であり、１は下側部分である。縦糸２”および２”’は、１／７のスキームを有し
、１は上側部分であり、７は下側部分である。
【００２５】
　好ましくは、縦糸のそれぞれの上側部分または下側部分の最大長さは、１０本の横糸に
対応する。一般的に、所定の上側部分の優勢さを有する縦糸において、Ｎ／１／Ｎのスキ
ームでは、前記第１の縦糸２’の前記上側部分５は、それぞれ、少なくとも３本の横糸を
通過し、その後、下側部分４は、１本の横糸を通過し、Ｎは、境界値を含め、３～１０の
整数である。
【００２６】
　所定の下側部分の優勢さを有する縦糸（例えば、図１Ａおよび１Ｂの隣接する縦糸２”
、２”’）において、１／Ｍ／１のスキームでは、それぞれの下側部分４は、少なくとも
３本の横糸を通過し、上側部分５は、１本の横糸を通過し、Ｍは、境界値を含め、３～１
０の整数である。
【００２７】
　２本の隣接する縦糸のスキームは、同じであってもよく、または異なっていてもよい。
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図１Ａおよび１Ｂの実施形態では、隣接する縦糸のスキームは、異なっている（すなわち
、３／１／３／１と１／７）。図４において、スキームは同じである（３／１または１／
３、すなわち、この実施形態では、２本の隣接する縦糸の上側部分および下側部分が同じ
長さを有する）。すべての場合に、長い上側部分または下側部分の後、１本の横糸の１本
の下側部分または上側部分がある。この１本の上側部分または下側部分は、斜め方向にず
れるように繰り返し単位ＲＵに配置されており、デニムの外観を与える。
【００２８】
　図７Ａおよび７Ｂに示される本発明の一実施形態では、それぞれの同じ縦糸に、同じ長
さを有する上側部分および下側部分が互い違いに並んでいる。この場合には、すでに述べ
た実施形態とは対照的に、下側部分または上側部分の優勢さは存在しない。
【００２９】
　図１Ａおよび１Ｂに示される本発明の別の実施形態によれば、糸２’の上側部分４の長
さは、隣接する縦糸２”、２”’の下側部分５の長さとは異なる。
【００３０】
　いずれにせよ、上側部分５および下側部分４が斜めパターンに整列してデニム効果を与
えるものが本発明の最も好ましい態様である。好ましくは、縦糸は、インジゴ染色されて
おり、ダブルフェイス布地のジーンズ効果を与える。縦糸２は、好ましくは、１０Ｎｅ～
６０Ｎｅ、好ましくは、１０～３０ＮｅのＮｅを有する綿糸である。縦糸は、当該技術分
野で知られている種類のものであり、好ましくは、弾性コアと、綿繊維の鞘を含む。適切
な横糸は、出願人の名前でＰＣＴ／ＥＰ２０１１／００５７２３号に開示されている。
【００３１】
　本発明を、図面に示される好ましい実施形態を参照しつつ、さらに開示する。
【００３２】
　図１を参照すると、この織り地は、織機で１６の異なる移動を含み、それぞれ、互いに
上下に通過する縦糸および横糸を有する。横糸３（横糸の少なくとも１つ、好ましくはす
べての横糸）は弾性であり、弾性要素の効果を伴って縮む。１６本の縦糸２および８本の
横糸３の配列の移動がすべて合わさると、１つのパターンを製造する。これらのパターン
がすべて合わさり、布地の後側および前側の布地表面に全体的なパターンを製造する。白
色の四角は、縦糸の下側部分を示し、すなわち、横糸３が縦糸２の上を通り、横糸３が布
地の前側にある。黒色の四角は、横糸の上を通過する縦糸２を示し、これらの縦糸は、布
地の前側Ｂ上に見えており、上側部分５を形成する。
【００３３】
　縦糸２”方向への織機の第１の移動において、横糸３は、縦糸の上を通り、縦糸は、布
地の裏側にあり、後側Ａに下側部分４を生成する。縦糸方向への織機の第２の移動におい
て、縦糸２’は、最初の２本の横糸の上を通り、次いで、布地の後側を通って１本の横糸
の下を通り、次いで、再び、横糸の位置が変わり、３本の横糸３の上を通り（再び、前側
Ｂにある）、次いで、再び、横糸の位置が変わり、布地の後側を通って１本の横糸の下を
通り、次いで、再び、前側を通過して１本の横糸に接するように通過する。次いで、縦糸
２’は、最終的な布地において、上側部分および下側部分の同じパターンに従って続いて
いく。
【００３４】
　黒色の四角と白色の四角が作り出すマップに従って、すべての縦糸および横糸は、互い
に、上を通過するか、または上側／下側に浮く。縦糸方向への左から右への１６番目の移
動の後、パターンは、縦糸および横糸が一緒に作る第１の移動に戻る。これらのすべての
繰り返しが合わさり、布地が織られる。１つのレポート（ＲＵ）で、これらすべての縦糸
および横糸の移動が１６の異なる配列で起こり、１つの完全なレポートの後、パターンは
、縦糸／横糸が一緒に作る移動の第１の配列に戻る。
【００３５】
　左から右への縦糸のパターンは、７ａ／１ｂ、２ｂ／１ａ／３ｂ／１ａ／１ｂ、４ａ／
１ｂ／３ａ、１ｂ／１ａ／３ｂ／１ａ／２ｂ、１ａ／１ｂ／６ａ、１ａ／３ｂ／１ａ／３
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ｂ、６ａ／１ｂ／１ａ、３ｂ／１ａ／３ｂ／１ａ、３ａ／１ｂ／４ａ、２ｂ／１ａ／３ｂ
／１ａ／１ｂ、１ｂ／７ａ、１ｂ／１ａ／３ｂ／１ａ／２ｂ、５ａ／１ｂ／２ａ、１ａ／
３ｂ／１ａ／３ｂ、２ａ／１ｂ／５ａおよび３ｂ／１ａ／３ｂ／１ａであり、ａは下側部
分であり、ｂは上側部分である。３本の縦糸ごとに、１本ずつ下に下がる上側部分が１本
の横糸によって斜め方向に並ぶと、必要な斜めの外観が得られる。
【００３６】
　図２Ａおよび２Ｂに示されるように、この織り地は、織機で１０回の異なる移動を含む
。同様に、示される繰り返し単位の１０本の縦糸と５本の横糸の配列の移動がすべて合わ
さり、１つのパターンを生成する。縦糸方向への１０番目の移動の後、パターンは、縦糸
／横糸が一緒に作る移動の第１の配列に戻る。これらすべての縦糸および横糸の移動は、
１つのレポートで１０の異なる配列が起こり、１つの完全なレポートの後、パターンは、
縦糸／横糸が一緒に作る移動の第１の配列に戻る。
【００３７】
　左から右への縦糸のパターンは、１ａ／１ｂ／３ａ、１ｂ／１ａ／３ｂ、３ａ／１ｂ／
１ａ、３ｂ／１ａ／１ｂ、１ｂ／４ａ、１ａ／４ｂ、２ａ／１ｂ／２ａ、２ｂ／１ａ／２
ｂ、４ａ／１ｂおよび４ｂ／１ａであり、ａは下側部分であり、ｂは上側部分である。１
本ずつ上に上がる上側部分が、３本の縦糸ごとに２本の縦糸によって斜め方向に並ぶとき
、糸２”において１本ずつ上にあがる上側部分が、２本の縦糸ごとに糸２”’の１個ずつ
上に上がる上側部分と並び、すなわち、２”’および２”の２つの上側部分の間に１本の
横糸が存在するとき、必要な斜めの外観が得られる。
【００３８】
　図３の織り地は、図１Ａおよび１Ｂに示される織り地と同じであるが、逆になっており
、逆になっているとは、前側と後側が交換していることを意味する。従って、縦糸２”は
、図１の同じ縦糸２”とは反対に、７が上／１が下のスキームを有する。
【００３９】
　図４Ａ～４Ｂに示されるように、この織り地は、織機で８の異なる移動を含む。同様に
、ＲＵの８本の縦糸と４本の横糸の配列の移動がすべて合わさり、１つのパターンを生成
する。縦糸方向への８番目の移動の後、パターンは、縦糸／横糸が一緒に作る移動の第１
の配列に戻る。これらすべての縦糸および横糸の移動は、１つのレポートで８の異なる配
列が起こり、１つの完全なレポートの後、パターンは、縦糸／横糸が一緒に作る移動の第
１の配列に戻る。
【００４０】
　左から右への縦糸のパターンは、３ｂ／１ａ、１ａ／１ｂ／２ａ、１ａ／３ｂ、２ａ／
１ｂ／１ａ、１ｂ／１ａ／２ｂ、３ａ／１ｂ、２ｂ／１ａ／１ｂおよび１ｂ／３ａであり
、ａは下側部分であり、ｂは上側部分である。
【００４１】
　図５Ａ～５Ｂに示されるように、この織り地は、織機で１６の異なる移動を含む。図１
の織り地と似ているが、異なるパターンを有し、１６本の縦糸と８本の横糸の配列の移動
がすべて合わさり、１つのパターンを生成する。縦糸方向への１６番目の移動の後、パタ
ーンは、縦糸／横糸が一緒に作る移動の第１の配列に戻る。これらすべての縦糸および横
糸の移動は、１つのレポートで１６の異なる配列が起こり、１つの完全なレポートの後、
パターンは、縦糸／横糸が一緒に作る移動の第１の配列に戻る。図５Ｂは、図５Ａのパタ
ーンの一部のみを示し、図５Ａの左側から開始している。
【００４２】
　縦糸のパターン７ｂ／１ａ、７ａ／１ｂ、４ｂ／１ａ／３ｂ、４ａ／１ｂ／３ａ、１ｂ
／１ａ／６ｂ、１ａ／１ｂ／６ａ、６ｂ／１ａ／１ｂ、６ａ／１ｂ／１ａ、３ｂ／１ａ／
４ｂ、３ａ／１ｂ／４ａ、１ａ／７ｂ、１ｂ／７ａ、５ｂ／１ａ／２ｂ、５ａ／１ｂ／２
ａ、２ｂ／１ａ／５ｂおよび２ａ／１ｂ／５ａ。ａは下側部分であり、ｂは上側部分であ
る。このパターンでは、縦糸は、互い違いに並んだ、７が上／１が下および１が下／７が
上の同じスキームを有する。斜め方向への整列に起因して、繰り返し単位において、スキ
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ームは、上に示されるように分けられるが、布地の上側部分および下側部分の長さは、７
本の横糸分の長さのままである（同じ注釈をこの図の他の織りレポートにも適用する）。
【００４３】
　図６および図８の織り地は、図２Ａ～２Ｂに示されるものと同じであるが、逆になって
おり、逆になっているとは、前側Ｂと後側Ａが交換していることを意味し、図２Ａの上側
部分は、図６の下側部分である。このスキームは、４が上／１が下（縦糸２”）と、４が
下／１が上（縦糸２’）とが交互に並んだ縦糸である。１個ずつ上に上がる上側部分が、
５本の縦糸ごとに１本の横糸によって斜め方向に並ぶ。
【００４４】
　図７Ａ～７Ｂに示されるように、この織り地は、５×１０の繰り返し単位（またはレポ
ート）ＲＵにおいて、織機で５の異なる移動を含む。同様に、５本の縦糸と１０本の横糸
の配列の移動がすべて合わさり、繰り返し単位ＲＵの１つのパターンを生成する。縦糸方
向への５番目の移動の後、パターンは、縦糸／横糸が一緒に作る移動の第１の配列に戻る
。これらすべての縦糸および横糸の移動は、１つのレポートで５の異なる配列が起こり、
１つの完全なレポートの後、パターンは、縦糸／横糸が一緒に作る移動の第１の配列に戻
る。
【００４５】
　左から右への縦糸のパターンは、１ｂ／３ａ／１ｂ／１ａ／３ｂ／１ａ、１ｂ／１ａ／
３ｂ／１ａ／１ｂ／３ａ、１ｂ／１ａ／１ｂ／３ａ／１ｂ／１ａ／２ｂ、２ａ／１ｂ／１
ａ／３ｂ／１ａ／１ｂ／１ａおよび３ｂ／１ａ／１ｂ／３ａ／１ｂ／１ａであり、ａは下
側部分であり、ｂは上側部分である。
【００４６】
　すでに述べたように、図７Ａ～７Ｂの実施形態は、それぞれの縦糸が、３本の横糸の上
を浮く上側部分５および下側部分４が交互に並ぶものであり、この実施形態の範囲には、
上側部分および下側部分がもっと長いものも含む。それぞれの上側部分の後、縦糸が、１
本の横糸の１つの下側部分を有し、同様に、それぞれの下側部分の前に、縦糸が、１本の
横糸の１つの上側部分を有することも注記しておくべきである。これにより、長い（少な
くとも３本の横糸）の下側部分４と、長い上側部分５との間に２つの１本の縦糸の上側部
分および下側部分が存在する。
【００４７】
　本発明は、コンポジット布地を作る方法にも関する。本発明によれば、この方法は、ダ
ブルフェイス布地１を提供する工程と、前記布地にポリマー材料６を少なくとも１回塗布
し、前記布地を処理し、前記コーティングを前記布地の中に浸透させる工程とを含む。好
ましい実施形態によれば、ポリマー材料６を、例えば、コーティングデバイス１０によっ
て、または噴霧デバイスによって布地に塗布し、塗布されたコーティングを有する布地を
、カレンダー８（図１０）に供給し、コーティングを布地１に浸透させることによって処
理される。好ましい実施形態では、コーティングは、硬化デバイス１０中で添加剤を活性
化すると硬化反応が開始するのに適した添加剤を含む。
【００４８】
　言い換えると、コーティングに使用されるポリマー材料６は、層の状態で布地１に塗布
され、ポリマー材料が、ポリマーを布地から搾り取るように働くことができるときに、こ
のようにして得られたコーティングされた布地をカレンダー処理する。処理のこの時点で
、コーティングをデバイス９で架橋させ、このデバイスで添加剤が活性化し、前記布地の
構造内に少なくとも一部が配置されている硬化した（架橋した、または重合した）ポリマ
ー層を与え、得られた布地７は、図９に模式的に見ることができるように、布地１と、硬
化したポリマー６’とを含む。布地７では、硬化したポリマー層６’が、糸と混じり合っ
ており、そのほとんどが、ポリマー材料６’から可能な限り上側部分５が自由に動くよう
に維持されるように、前記糸の間に収容されている。
【００４９】
　別の実施形態では、本発明の方法は、第１のダブルフェイス布地と、シングルフェイス
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布地から選択される別の布地と、第２のダブルフェイス布地とを一緒に接続する工程を含
み、この接続は、好ましくは、接着層を用いて布地を結合することによって行われる。第
１のダブルフェイス布地または第２のダブルフェイス布地は、他の布地に結合する前に、
すでに開示された方法に従ってコーティングされてもよい。
【００５０】
　本発明のさらなる実施形態によれば、第１および第２のシングルフェイス布地を提供す
る工程と、前記第１および第２のシングルフェイス布地をポリマー材料でコーティングす
る工程と、コーティングプラスチック材料の重合のためにダブルフェイス布地を圧縮する
工程と、最終的なコンポジット布地を得る工程とを含み、前記第１および第２のシングル
フェイス布地は、横糸に弾性糸を用いる織りプロセスによって得られ、前記コーティング
する工程は、第１および第２のシングルフェイス布地を第１のプラスチック材料で別個に
コーティングすることと、コーティングされた第１および第２のシングルフェイス布地を
カレンダー加工によって結合することと、ダブルフェイス布地を得ることと、場合により
、前記ダブルフェイス布地を第２のプラスチック材料でコーティングすることとを含む、
ネオプレン布地の特徴を有するコンポジット布地を作る方法が提供される。
【００５１】
　好ましくは、前記ポリマー材料を塗布した後で、これを硬化させる前に、ダブルフェイ
ス布地をカレンダー処理し、ポリマー材料を前記布地に浸透させる。
【００５２】
　上に開示される任意のコーティング工程では、２種類またはもっと多くの異なるポリマ
ー材料を布地に塗布してもよい。好ましい実施形態では、第１および／または第２のポリ
マー材料は、アクリルポリマーまたはアクリレート分散物である。

 
 
【図１】 【図２】
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